
要　　旨　本研究は、学生メディカルラリーにボランティア、観察者として参加した看護学生が学んだ災害
時の看護師の役割を明らかにすることを目的とした。研究協力に同意の得られたボランティア23名、
観察者46名の参加後のレポートを質的帰納的に分析した。災害時の看護師の役割として、ボランティ
アでは〈安全を確保する〉〈災害現場の情報を収集する〉〈救護者間で情報を共有する〉〈多職種と連
携する〉〈救護活動を実施する〉〈要救護者や家族の精神的ケアを行う〉〈要救護者や家族の心身のケ
アを行う〉という７カテゴリーが、観察者では〈安全を確保する〉〈災害現場の情報を収集する〉〈救
護者間で情報を共有し、連携する〉〈災害現場で適切に状況判断し、看護を実践する〉〈救命処置を
実践する〉〈精神的ケアを行う〉という６カテゴリーが抽出された。ボランティアは救護活動の実施
について、観察者は精神的ケアについて多く記述していた。
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Ⅰ．緒言

2009年の看護基礎教育カリキュラムの改正におい
て、災害直後から支援できる基礎的知識の理解をね
らいとして災害時の看護が加えられた。災害看護教
育においては、活動に必要な判断力や基本的救護技
術等の習得と、被災現象や被災者の理解が求められ
る。これらの学習方法として、シミュレーションな
どの演習は欠かせないと言われており（小原, 2012）、
地震による災害を想定した救護活動演習（横田, 
2012）や、病院で行われる災害訓練に参加する演習

（山田, 2012）、机上でのシミュレーション演習（長
家, 2012）といった、学生がより臨場感を持つこと
のできる教育の工夫がなされている。その教育効果
については、先行研究（百武他, 2008；山田, 2012；

松浦他, 2014）で明らかにされているが、プログラム
や教材化、意味づけできる振り返り等においては課
題があることも報告されている（横田, 2012）。近年、
大規模災害はいつ発生してもおかしくないと言われ
ており、災害看護教育の充実は喫緊の課題である。

A大学では、看護学部４年生を対象に選択科目と
して災害看護論を開講している。この授業では「災
害を体験した対象者の心身の健康問題について理解
するとともに、災害時の看護の役割やトリアージ法、
救命救急時の看護や一次、二次救命処置などについ
て学ぶ」ことを目的としている。看護職は災害発生
直後から中長期的に広い範囲で活動し、状況に応じ
たさまざまな役割を担う（小原, 2008）。看護基礎教
育にはその役割を遂行できる能力の育成が求められ
るが、その基盤には看護職が果たすべき役割の理解

─ 10 ─

摂南大学看護学研究, Vol.8, No.1, 2020



が必須である。講義においては、災害急性期の看護
活動の理解を促すために、阪神・淡路大震災や東日
本大震災の状況がわかる視聴覚教材などを用いてい
るが、被災体験や被災地でのボランティア活動経験
のある学生は少なく、看護職が災害現場においてど
のような活動を行っているのかなど、看護師の役割
を具体的にイメージすることには限界がある。

今回、授業の一環として、B病院救命救急セン
ターが主催する学生メディカルラリー（以下、ラ
リー）に、看護師役のプレイヤー、模擬患者役やそ
の家族の役、タイムキーパー、災害救護想定場面の
再現・復帰等の運営を補助する役割を担うボランテ
ィア、ラリー進行状況を見学する観察者として参加
する機会を得た。ラリーは、災害現場や医療者らの
活動を身近に体験できる機会であり、災害時の看護
師の役割の理解を助けるためにも有効であると考え
る。災害救護訓練にプレイヤーとして参加した学生
が捉えた看護師の役割についての報告（今枝他, 
2004；中山他, 2018）はあるが、ボランティアや観
察者といった言わばサポーティングプレイヤーが捉
えた看護師の役割に着目した研究は少ない。このこ
とから、本研究ではボランティアおよび観察者がラ
リー参加を通して捉えた災害時の看護師の役割を明
らかにすること、また、その類似点、相違点を明ら
かにすることを通して、今後の災害看護教育の方法
を検討したいと考えた。

本研究では、ラリーにボランティアおよび観察者
として参加した学生が捉えた災害時の看護師の役割
と、ボランティアと観察者が捉えた災害時の看護師
の役割の類似点、相違点を明らかにすることを目的
とする。

Ⅱ．方法

１．ラリー概要

ラリーとは、医学および看護、救急救命を専攻す
る学生たちが５～６名のチームを組み、開催地であ
る公園内に設定された複数の急性期災害救護想定場
面において、制限時間内に単数もしくは複数の模擬

患者の診断と治療・看護および、模擬患者の家族や
救護場面に居合わせた人々への対応などを行う採点
競技である。各チームは複数の想定を同条件におい
て経験し、各場面での活動終了後には詳細なフィー
ドバックがチームに対して行われる。また、全競技
終了後には、参加者全員を対象に採点結果・順位の
発表が行われる。学生はこのラリーにプレイヤー、
またはボランティア、観察者として参加した。プレ
イヤーは、看護師役として医師役の医学生、救急救
命を専攻する学生とともに救護活動を行う。ボラン
ティアは、模擬患者役やその家族の役、タイムキー
パー、災害救護想定場面の再現・復帰等の運営を補
助する役割を担う。観察者は、ラリー進行状況を自
由に見学することができる。今回実施された災害救
護想定場面の一部概要は以下のとおりである。
１）‌�救急車の運転手が意識消失し、交通事故を起こ

した。意識障害のある運転手および骨盤骨折の
被害者を救護する。

２）‌�外出先で親子が心肺停止になった。親子の救護
とともに、家族や見物者への対応をする。

３）‌�トンネル内で複数台が絡む交通事故が発生した。
トリアージ実施中に車の爆発が起き、二次災害
が生じる。

２．研究デザイン

ラリー終了後の課題レポートを分析した質的帰納
的研究である。
３．分析対象

A大学看護学部の2016年度災害看護論を履修した
４年生97名が、プレイヤー（20名）、ボランティア

（25名）、観察者（52名）に分かれてラリーに参加し
た。ラリー参加学生は、A大学のe-Learningプラッ
トフォームに、「災害時の看護師の役割として考え
られること」というテーマで、1,000字程度の課題
レポートを個々で作成し提出した。当該年度はラ
リー開催時期の関係上、授業開始当初にラリーに参
加している。ラリー参加に関するフィードバックに
ついては、レポートの作成後に授業内で行われた。

本研究では、ラリーにおいて救護活動を行ったプ
レイヤーではなく、サポーティングプレイヤー （ボ
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ランティアおよび観察者）として参加した学生の学
びに焦点をあてる目的で、ラリー参加者のうち、研
究協力の同意が得られたボランティアとして参加し
た23名、観察者として参加した46名の課題レポート
を分析対象とした。
４．データ分析期間

分析は2017年２月～８月に実施した。
５．分析方法

学生が記述した看護師の役割に関する文章を精読
し、一文の意味を損なわないようにコード化した。
抽出したコードの意味内容が類似したものを集め、
共通した意味を表わすようにサブカテゴリー化した。
さらに、サブカテゴリーの類似性や相違性に着目し

ながら分類・整理、要約をしてカテゴリー化した。
コード化、サブカテゴリー化、カテゴリー化の各段階
においては、研究者間で確認と修正を繰り返し行い、
内容の信頼性および妥当性の確保に努めた。その後、
ボランティアおよび観察者の捉えた災害時の看護師
の役割の類似性や相違性を研究者間で検討した。
６．倫理的配慮

本研究は、A大学研究倫理審査委員会の承認を得
て実施した（承認番号：2016－059）。対象者には、
科目履修および成績処理がすべて終了した段階で研
究協力の依頼をした。研究協力は学習活動や成績に
は一切の影響がないこと、自由意志での協力であり、
参加拒否や途中辞退をした場合にも一切の不利益が

表１　ボランティアが捉えた看護師の役割
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生じないことを口頭と文書で説明した。研究協力承
諾書は、研究者の強制力が働かないようA大学内に
設置された鍵のかかるレポートボックスに、説明後
２週間以内に提出してもらうよう依頼した。

Ⅲ．結果

ボランティアが記述した災害時の看護師の役割に
ついて分析した結果、113のコードから27のサブカ

テゴリーが抽出され、７つのカテゴリーに分類され
た（表１）。観察者が記述した災害時の看護師の役
割について分析した結果、203のコードから28のサ
ブカテゴリーが抽出され、６つのカテゴリーに分類
された（表２）。以下、カテゴリーを〈　〉、サブカ
テゴリーを【　】で記載する。
１．ボランティアの捉えた災害時の看護師の役割

〈安全を確保する〉には20のコードがあり、自分自
身の身を守る【自分の安全を確保する】、救護する

表２　観察者が捉えた看護師の役割
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スタッフの安全を確保する【医療者の安全を確保す
る】、被災している傷病者の安全を確保する【要救
護者の安全を確保する】、災害現場の安全を確保す
る【現場の安全を確保する】、【二次災害予防の安全
管理を行う】の５つのサブカテゴリーで構成された。
〈災害現場の情報を収集する〉には９のコードが

あり、災害を目撃した家族や通報者らから情報収集
する【発見者から情報収集する】、被災者本人から
情報収集する【要救護者から情報収集する】の２つ
のサブカテゴリーで構成された。
〈救護者間で情報を共有する〉には14のコードが

あり、医師や救命救急士らと情報を共有する【他の
救護者と情報を共有する】、チーム全体で状況を把
握する【チーム内で情報を共有する】、医師や救急
隊などに情報を伝達する【他の救護者に情報を伝達
する】、傷病者の状況をチームリーダーに情報伝達
する【リーダーに情報を伝達する】の４つのサブカ
テゴリーで構成された。
〈多職種と連携する〉には７のコードがあり、現

場にいる救急隊や警察官にも声をかけて協力をあお
ぐ【多職種に協力を要請する】、他の医療従事者ら
と連携し援助をする【多職種と連携しながら救護す
る】の２つのサブカテゴリーで構成された。
〈救護活動を実施する〉には40のコードがあり、

冷静で迅速に判断し対応する【的確な判断を下しな
がら看護を行う】、医師の指示のもと迅速に診療の
補助を行う【医師の診療の補助を行う】、適切な治
療を提供するために【トリアージを行う】、あらゆ
る事態を想定して行動する【先を予測して看護を行
う】、指示に従いすばやく的確な処置を行う【医療
処置を的確に行う】、傷病者の全身状態の観察と処
置を行う【要救護者の観察と処置を行う】、迅速に
処置できるよう準備をする【処置が円滑に進むよう
準備を行う】の７つのサブカテゴリーで構成された。
〈要救護者や家族の精神的ケアを行う〉には18の

コードがあり、傷病者への声かけにより【要救護者
の不安を軽減する関わりをする】、怯えている傷病
者の話を傾聴する【要救護者の話しを傾聴する】、
家族が安心できる声かけを行う【家族の不安を軽減

する関わりをする】、家族が落ち着いて話しができる
環境を提供するなどの【家族に配慮する】、家族に病
状説明や経過を報告する【家族に現状や今後の経過
を説明する】の５つのサブカテゴリーで構成された。
〈要救護者や家族の心身のケアを行う〉には５の

コードがあり、傷病者の身体面や精神面への支援を
行う【要救護者の心身のケアを行う】、家族らの体
調を観察するなどの【家族や身近な人へのケアを行
う】の２つのサブカテゴリーで構成された。
２．観察者の捉えた災害時の看護師の役割

〈安全を確保する〉には22のコードがあり、医療
者自身の安全確保の必要性から【救護者自身の安全
を確保する】、避難ルートに傷病者らを誘導する【傷
病者の安全を確保する】、現場の安全を判断する【災
害現場に居合わせた人々の安全を確保する】、二次
災害を想定して素早く行動する【二次災害を想定し
て対応する】の４つのサブカテゴリーで構成された。
〈災害現場の情報を収集する〉には21のコードが

あり、災害現場で情報を収集する【災害現場で発見
者から情報収集を行う】、所持品から情報を得る【傷
病者の持ち物から必要な情報収集を行う】、状態を
観察してアセスメントする【傷病者の情報をアセス
メントする】の３つのサブカテゴリーで構成された。
〈救護者間で情報を共有し、連携する〉には37の

コードがあり、医療者のみならず警察等様々な職種
と連携して情報共有する【他職種と傷病者の情報を
共有する】、傷病者の状態を判断するために医師の
学生、看護学生、救命救急士の学生で構成されてい
る【チーム内で情報を共有する】、傷病者を観察し
て的確に医師に伝える【医師に伝達・報告する】、
情報を収集し、伝達して救命士との架け橋となり、
救急隊に情報を伝える【救急隊に情報を提供する】、
医療チームが円滑に機能するよう調整し、潤滑剤の
役割を担う【チーム医療を提供する】、医師や救命
士、医療従事者に報告・連絡・相談を行う【他職種
と連携する】の６つのサブカテゴリーで構成された。
〈災害現場で適切に状況判断し、看護を実践する〉

には26のコードがあり、状況判断と対応に冷静さを
求める【冷静に状況を判断し、対応する】、医師の
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指示がない場合にも自立的に活動をする【看護師が
自立して行動する】の２つのサブカテゴリーで構成
された。
〈救命処置を実践する〉には45のコードがあり、

安全と感染に留意して医師の指示で処置を行う【適
切に医師の処置の介助を行う】、傷病者の【トリ
アージを行う】、意識レベルから優先順位を判断し
迅速に処置を行う【優先順位を判断し、救命処置を
行う】、気道確保と全身状態を観察する【一次救命
処置を行う】、安全に救急処置ができるように【救
命処置ができる環境を整備する】、状況を伝え、
AEDや救急要請など【周囲に協力を要請する】、物
品がなくても臨機応変に対応する【限られた物資で
対応する】の７つのサブカテゴリーで構成された。
〈精神的ケアを行う〉には52のコードがあり、受

傷者の話を傾聴・受容し、不安等を軽減させる【傷
病者の精神的ケアを行う】、家族の不安をケアする

【家族の精神的ケアを行う】、混乱する傷病者や家族
の不安に対応する【傷病者と家族の精神的ケアを行
う】、状況を説明して家族や周囲の人々のメンタル
ケアを行う【傷病者や家族、周囲の人々の精神的ケ
アを行う】、居合わせた人々に対して【傷病者や家
族、周囲の人々の混乱を最小限にする】、自己のメ
ンタルケアも含めた【看護師自身のセルフケアを行
う】の６つのサブカテゴリーで構成された。
３．‌�ボランティアと観察者が捉えた災害時の看護師

の役割の比較

ボランティア、観察者の両者が共通して、安全の
確保、情報収集、情報共有、連携、救護活動の実践、
精神的なケアを災害時の看護師の役割であると捉え
ていた。

ボランティアでは、救護活動の実施に関する内容
を最も多く記述し、観察者では、精神的ケアについ
て最も多く記述していた。

Ⅳ．考察

１．‌�ボランティアと観察者が捉えた災害時の看護師

の役割

このラリー参加を通して、サポーティングプレイ
ヤーであるボランティア、観察者は、両者に共通し
て安全を確保し多職種と連携して救護に取り組むこ
と、要救護者と家族に身体的・精神的ケアを提供す
ることを災害時の看護師の役割であると捉えていた。
長沼他（2017）は、災害の急性期において看護師は、
独自の専門性を含めた多様なケアを展開しつつ他職
種連携・協働の調整的役割を担うと述べている。ボ
ランティアおよび観察者としてラリーに参加した学
生のレポート分析結果から、このラリー参加は、災
害時の看護師の役割を理解するという本授業の目的
を達成する一助となったと考える。

ボランティアでは、〈救護活動を実施する〉のカ
テゴリーのコード数が最も多く、ボランティアが
特に着目した看護師の役割であったと考える。救護
に不慣れな医師役、看護師役、救命救急士役の学生
によって展開される救護場面を間近で見て、被災者
の救出・救命には、先を予測し、的確に観察・処置
を進めなくてはならないということが印象に残った
のではないかと考える。いかに不確かで混乱した災
害現場であっても、安全で確実な医療・看護を提供
することが看護師に求められていると認識したと考
える。

観察者では〈精神的ケアを行う〉のカテゴリーの
コード数が最も多く、観察者が特に着目した看護師
の役割であったと考える。傷病者や家族、周囲の
人々の混乱による精神面への影響を危惧し、混乱を
鎮める役割の重要性を認識したものであると考える。

観察者は、〈安全を確保する〉において、医療者
自身や傷病者、現場だけでなく、周囲に居合わせた
人々の安全を確保することについても言及していた。
ボランティアにおいては、周囲の人々について述べ
たコードは確認できず、観察者が災害現場を広く観
察していたことがわかる。三宅他（2016）は、模擬
患者参加型演習での実施者と観察者の学びの比較に
おいて、実施者は自己洞察の学びが多かったのに対
し、観察者は看護師・患者関係を客観的に観察し、
二者の関係を学んでいたことを報告している。本研
究の結果においても、観察者は客観的に、そして俯
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瞰的に状況を観察している様子がうかがえた。さら
に観察者は、情報源として傷病者の持ち物にも着目
していた。ボランティアにおいては、持ち物につい
て述べられたコードは確認できなかった。観察者は
ラリー展開現場から一定の距離をとって観察してい
るにも関わらず、詳細な点にも注目し、それが有効
な情報源のひとつであると捉えている。観察者とい
う客観的な立場であったことが、俯瞰的な観察と焦
点化した観察の両方を可能にしたのではないかと考
える。
２．今後の災害看護教育の検討

災害看護教育においては、臨場感ある生きたシ
ミュレーション教育の有効性が報告されている（山
田, 2012）。また、「経験型」の学習の有効性も報告
されている（松浦他, 2014；百武他, 2008）。今回の
ボランティアは、タイムキーパーや災害救護場面の
運営補助にも多くの学生が配置されていた。ラリー
の参加形態としては、救護者や模擬患者、その家族
役などのように直接的ではなく、どちらかといえば
間接的であった。しかし、抽出されたカテゴリーを
見ると、救護者や模擬患者として参加した学生の学
び（今枝他, 2004；成田, 2009；飛永他, 2004）と近
い学びを得ることができているのではないかと考え
る。またそれは、第三者として観察に徹した観察者
においても同様であると考える。間接的ともいえる
ラリーへの参加であっても、また、観察するのみの
参加であっても、緊張感ある現場に「ともに在る」
ことに意味があったのではないかと推察する。

中山他（2018）は、救護訓練に看護師役として参
加した学生が、現場の安全確保や、救護活動の円滑
な実施、情報収集・共有、精神的援助などとともに

〔全体把握をし、状況判断ができる〕ことを災害時
の看護師の役割であると捉えていたことを報告して
いるが、今回のボランティアおよび観察者が全体把
握について記述していた部分は多くなかった。災害
時の看護師の役割をより理解するためには、ラリー
において、ボランティア、観察者、看護師いずれの
立場も体験できることが望ましいと考える。しかし、
現状においては様々な制約があり困難である。した

がって、ラリー後にそれぞれの体験を共有できる機
会を設けることで、災害時の看護師の役割をより広
く具体的に捉えることが可能になるのではないかと
考える。
３．本研究の限界と今後の課題

本研究は、限られた人数の単発のレポート分析で
あることから、一般化には限界がある。今後は、さ
らにデータを蓄積すること、ラリー後の体験共有の
効果について検討することが課題である。

Ⅴ．結論

１．‌�ボランティアのレポート分析より、〈安全を確
保する〉〈災害現場の情報を収集する〉〈救護者
間で情報を共有する〉〈多職種と連携する〉〈救
護活動を実施する〉〈要救護者や家族の精神的
ケアを行う〉〈要救護者や家族の心身のケアを
行う〉という７つの看護師の役割のカテゴリー
が明らかになった。

２．‌�観察者のレポート分析より、〈安全を確保する〉
〈災害現場の情報を収集する〉〈救護者間で情報
を共有し、連携する〉〈災害現場で適切に状況
判断し、看護を実践する〉〈救命処置を実践す
る〉〈精神的ケアを行う〉という６つの看護師
の役割のカテゴリーが明らかになった。

３．‌�ボランティアは、救護活動の円滑な実施につい
て多く記述し、観察者は、精神的ケアについて
多く記述していた。

４．‌�ラリー参加後に、それぞれの体験を共有するこ
とで、災害時の看護師の役割をより広く具体的
に捉えられる可能性があることが示唆された。
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